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　神谷中サブファミリー施設一体型小中一貫校は、北区立施設一体型小中一貫校設置基本方

針の趣旨を踏まえ、神谷中サブファミリーを構成する稲田小学校、神谷小学校、神谷中学校を

統合し、学校教育法第５章の２に定める義務教育学校として位置付けて設置します。（令和６

年度に「北区立都の北学園」として開校予定です。）

　北区における「小中一貫教育の推進役」として、その教育的成果を他の区立小・中学校に活

用することにより、北区全体の小中一貫教育の更なる充実、発展を図ります。

○教育内容（現在、学校経営検討委員会及びカリキュラム検討委員会を設置し、主に以下の

　事項について検討しています。）

　・９年間を通した義務教育学校となりますが、学年段階の区切りは他の小・中学校との調和

を図ることや、北区の全区立学校が共通した小中一貫カリキュラムを推進していること等

を考慮して、６－３制を基本とします。

　・小学校５・６年生を対象として、一部の教科について、教科担任制を導入します。

　・授業以外での児童・生徒の相互交流による健全育成を図るため、小学校５・６年生は、希

望すれば中学校の部活動に参加できるようにします。

カリキュラムを活用することにより、９年間を見通した小・中学校の連続性のある学びを実践していきます。



　持続可能な開発目標「ＳＤＧｓ」に関連した課題を

設定し、主体的・対話的で深い学びの授業実践に取り

組みます。「ＳＤＧｓ」の意義や取組を児童・生徒に主

体的に考えさせるこ

とで、小中一貫教育

を推進していきます。

　小中一貫した流れの中で、つまずいている学習内容を
共有することや、一人 1 台端末「きたコン」をはじめと
したＩＣＴ機器を活用した深い学びを推進します。また、
防災に関する活動も
継続しています。
小中合同引き取り訓
練や生活安全協議会
を実施することで、
保護者・地域と連携
した防災教育を推進
します。

　主体的・対話的で深い学びの実現を目指し、本年度は
一人 1台端末「きたコン」の活用を中心とした、個別最
適な学びと協働的な学びの一体的な実現をテーマに、
授業改善に取り組んでいます。
　幼児・児童・生徒の発
達や連続性を配慮し、授
業改善と学校行事等での
交流学習を通した、幼・
小中一貫教育の推進をし
ています。

　幼・小・中での国際理解教育を通して、広く世界を見
つめ、日本人としての自覚と誇りをもち、国際社会に主
体的に貢献し、共生社会を共に生き抜いていく資質・能
力を育てます。また、オリンピック・パラリンピックレガ
シーアワード校での取
組を通し、「豊かな国
際感覚」の醸成をねら
いとして、スポーツを
愛し、平和な社会や共
生社会の実現を見据え
た世界に貢献できる資
質・能力を育成します。

　平成３１年度から、北区教育研究会研究指定校を受け、
サブファミリー全校で『自分の問いをもち、主体的に学
ぶ子どもの育成―「深い学び」を実現する授業デザイン
の探究―』を研究主題として、８つの分科会を構成し、
研究を進めています。「教師がいかに教えるか」から「子
どもたちがどのように学ぶ
か」と、授業視点の転換を
図り、子ども一人一人が生
涯にわたり主体的で豊かな
学び手であるよう、子ども
たちの学習過程での「問い」
に着目して幼小中一貫教育
の研究・実践に取り組んで
います。

【深い学びを実現する授業デザインの探究】

【国際理解教育】 【学びをつなぎ生きる力を育む教育】

【持続可能な社会づくりに向けた教育の推進】【ＩＣＴを活用した個別最適な学びと協働的な学びの実現】

【児童・生徒のよりよい人間関係を育むための授業づくり】

授業風景きたコンを使った授業の様子問いの探究

タイ大使館との交流

　これからの授業に求められる「主体的、対話的で深
い学び」を目指すため、アクティブラーニングの基盤
となる豊かな人間性が不可欠です。自他を大切にする
人間関係力の向上をテーマにし、より良い学習集団の
育成を意識して、サ
ブファミリー共通の
授業スタイルの実践
（本年度は体育科の
授業を中心に取り組
みます）や行事等で
の連携を目指しま
す。 授業風景

学校ファミリーによる特色ある取組学校ファミリーによる特色ある取組



　「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」を小・中
学校が連携して推進し、これからの社会の変化に主体
的に対応できる児童生徒の育成を図ります。国連サミッ
トで加盟国の全会一致で採択された、２０３０年まで
に持続可能でよりよい
世界を目指す国際目標
（ＳＤＧｓ）に向けて、
１７のゴールに関連し
た学習活動を進めま
す。

SDGsポスター

田端中ファミリー挨拶プロジェクト 東京国際フランス学園との交流

小中合同農業体験 ファミリーコンサート

　学校図書館指導員（学校司書）を活用し、学校図書館
の整備を進め、読書活動や言語活動の一層の充実を図り
ます。活動の一環として小学生、中学生それぞれが自分
たちが作成した本のクイズによる交流をしています。
　北区民としての教
養の基礎を培うため、
読み聞かせや読書週
間、自立した生き方
を目指す読書の方法
などの教育を推進し
ます。

　英語や英語活動の授業を中心にコミュニケーション

能力の向上を目指した授業改善を推進するとともに、

東京国際フランス学園との行事や授業での交流を通し

て国際理解教育を充実

させます。

小中によるクイズ交流の掲示

【学力の定着・向上】

【主体性を磨き、生きる力を育む活動】

【ESD】

　小・中学校が相互に関わり 9 年間通して、たばたの
100 冊（読書活動）、NIE 教育、特別活動の３部門を田
端中ファミリーの柱の取組として活動します。活動を
通して、子どもが主体的に学び、豊かな感性を磨き、
幅広い知識を得ることを目標にします。そして、社会
への関心を高め、考える力や表現力、想像力等、生き
ていく上での大切な力を育んでいきます。

　「学びの一貫性」（学習スタンダード）をもたせるとと

もに、体験学習に基づく援農教育は、区内唯一の特色あ

る教育活動であり、小・中学生の共同作業へと展開をし

ています。また、一

貫性のある生活指導

や学校行事のコラボ

を行い、9 年間を通

じて系統的に子ども

を育てていきます。

　「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改

善を実践することで、学力の定着・向上を図ります。また、

小中９年間で一貫した学習規律や生活習慣等の確立を進

めます。授業研究以外にも、合同行事、児童・生徒理解

にも研究の幅を拡げています。

学校ファミリーによる特色ある取組学校ファミリーによる特色ある取組



北区サブファミリーマップ（令和４年度）

浮間中
浮間小

西浮間小

赤羽岩淵中
赤羽小
岩淵小

なでしこ小
第四岩淵小

桐ケ丘中
桐ケ丘郷小

袋小
八幡小

赤羽台西小

稲付中
梅木小

西が丘小
うめのき幼

神谷中
神谷小
稲田小

十条富士見中
王子第二小
王子第三小
王子第五小

十条小
じゅうじょう
なかはら幼

王子桜中
王子小

東十条小
さくらだこども園

滝野川紅葉中
滝野川第二小
滝野川第三小

谷端小
滝野川もみじ小

たきさん幼

飛鳥中
滝野川小
西ケ原小

田端中
滝野川第四小

田端小

堀船中
堀船小

滝野川第五小

明桜中
王子第一小

豊川小
柳田小

としま若葉小

北区の小中一貫教育と特色ある取組
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※
※ 神谷中サブファミリーでは、

施設一体型小中一貫校の設置
を予定しています。 


